
 
 
 
 

日本言語学会（「危機言語」小委員会）主催公開シンポジウム

日本のなかの危機言語 
～アイヌ語、琉球語、本土方言～ 

日時：2009 年 3 月 14 日（土） 
13:00 ～ 17:30 

場所：東京大学文学部法文 
二号館一番大教室 

〒113-0033 文京区本郷 7-3-1 
南北線東大前、丸の内線・ 
大江戸線本郷三丁目駅下車、 
徒歩 10 分。 

お問い合わせ： 
危機言語小委員会事務局 
呉人惠（富山大学人文学部） 
076-445-6169 
kurebito@hmt.u-toyama.ac.jp 

13:00-13:10 はじめに………呉人惠（富山大学教授、

危機言語小委員会委員長）

13:10-13:40 世界各地の言語再活性化運動の現状と 
  今後の展望……角田太作（東京大学教授）

13:40-14:40 アイヌ語の復興とアイヌ語研究 
………佐藤知己（北海道大学准教授）

14:40-15:00 休憩 
15:00-16:00 琉球語の再活性化と地域文化研究 
   ―多様性と正統性のはざまで― 

………西岡敏（沖縄国際大学准教授）

16:00-17:00 現代方言とフォークロリズム 
  ―秋田の事例から― 

………日高水穂（秋田大学准教授）

17:00-17:30 総合討論 
司会：佐々木冠（札幌学院大学准教授）参加無料 


